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ＴｉｊＪＬ Ｐｉｊ＝ (13） ｎＳｊ Ｚ－ ｊ＝lTijA 
（２）駐車需要趾と駐車場パフォーマンスの関係
４．金沢市を対象としたケーススタディー
（１）駐車需要量の推計s）
金沢市に立地を計画している大規模商業施設（売場面
積約1480Ｍ）の駐車場を対象にケーススタディーを行う。
まず、商業統計等の資料により、本対象施設と競合する
と考えられる大規模商業施設を以下の条件のもとに想定
した。
１)本都市圏で当店舗から半径10km以内に立地する商業
施設
２)売場面積が3000m？以上の商業施設
３)商品構成が類似している商業施設
４)大規模商業施設と同等なまとまりを有する商店街
以上の条件をもとに、売場面積を説明変数､年額の売隠
上高を圖的変数として単回帰分析を行った結果式(､)；に示す回帰式（相関係数:0.950）が得られた（図8）。
（売上高）＝0.9718×（売場面積）-1225.6（11）
図8において、No.15の店舗が回帰直線からかけ離れて
いることがみてとれるが、その理由としては、①観光客
等、本都市圏外からの築客数が著しく多い、また②観光
客の消費単価は、一般の買物客に比べて一般にかなり高
い、の2つが考えられる。
このような理由から、No.１５の店舗を除外し、再度単回
帰分析を行った結果をもとに、売上高（集客数）を推定
する回帰式（相関係数:0.988）を決定した。
（売上高）＝1.0144×（売場面積）-2274.0（12）
上式(12)を用いて、本施設ならびに本施設と並行して
計画されている3つの類似店舗の築客者数を推定する。た
だし、築客者数は推定された売上高をもとに、百貨店と
それ以外の店舗の1人１回当たりの消費単価を仮定するこ
とにより推定した。次に、式(13)に示すハフモデルを用
いて地区別店舗別買物出向砿率(Pii)を求め、これに金沢
都市圏全体において予想される総集客数（各店舗の推定
（節集客者数の総合計）を乗じることによって地区別店舗別に,｡‘
の巣客者数を推定した。ただし、PIjはi地区の消費者が
ｊ店舗に行く買物出向碗率、ｓｊはj店舗の魅力度（売上高
を基準とした指標)､T"はi地区からj店舗までの距離、：
スは交通抵抗パラメータである。
ハフモデルによって推定された地区別店舗別の集客者
数に、本都市圏パーソントリップ調査より得られた対象
施設立地地区への地区別自動車分担率と、実態調査より国
ここでは、駐車場容過解析モデルを用いて、前節で求
めた日交通戯と、利用実態調査により求まった到着分布
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かつた。これは、どの場合においても同一の駐車利用特
性に基づいて解析を行っているために生じたものであり、
実際には月ごとの利用特性を考慮した解析が必要である
といえる。
次に、ある駐車需要に対してどの程度の駐車場容塑が
必要であるかを考える。前述したように、本研究では駐
車場待ち行列が生じない容蝋を適正規模と設定し、解析
結果をプロットすると式（14）に示すような相関関係が
得られた（図16,相関係数:099）。これによると、需要
が増加するにしたがって必要となる駐車場容趾がほぼ比
例的に増加することがわかる。
ｙ＝-6.76×10-14＋0.17ｘ－Ｌ１０ｘ１０－６ｘ２（14） 
また、駐車時間が平均10分長くなった場合にも同様に
強い相関がみられた（式(15),相関係数:0.99）。これに
よると、需要が5000台の場合に約150台、8000台の場合に
は約200台分の駐車スペースが余分に必要になることが明
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らかになった。
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駐車場の容壁が与えられると、曜日によって、また時間
帯によって異なる駐車場利用特性を考慮して、待ち時間
の発生時間帯とその時の最大待ち行列長などを動的に予
測する駐車場解析サブモデルから構成されている。した
がって、このシステムを使えば、交通アセスメントの観
点から駐車場サービスレベルに応じた適正な駐車場規模
を簡単に決定することが可能である。ただし、駐車場の
整備水準が客の目的地選択に及ぼす影響は非常に大きく、
駐車場サービス水準を集客数の予測にフィードバックで
きるようなモデルの開発が必要である。また、駐車場容
避解析モデルを用いるにあたっては、車両の入れ替わり
の際に生じるロスロットは駐車場容量が少ない場合に特
に大きく影響する。そのため、これを適切に設定するこ
とは駐車場利用状況の再現性を向上させるうえで重要で
あり、今後の課題といえる。
(4)さらに、駐車需要趣推計サブモデルは多くの不確定要
素を含んだ比較的マクロな推計モデルであるのに|対し、
駐車場容鬮解析サブモデルは動的な解析が可能なミクロ
モデルである。当然、両サブモデルの推計糖度（レペル）
には差があるが、ここでは主に後者のモデル開発に主眼
を通いており、前者の精度向上については今後の課題と
したい。
最後に、調査に協力して頂いた店舗の方々、ならびに
調査解析に多大な協力をしてくれた辻公康君（現,福井県）
に対し、心より感謝したい。
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５．おわりに
本研究では、大規模商業施設を対象とした駐車場利用
実態鯛査の結果をもとに、駐車場容魁解析モデルを応用
することにより、駐車場の適正規模を決定する方法につ
いて検討を行った。成果をまとめると次のようになる。
(1)従来あまり調査研究が行われていない大規模商業施設
駐車場の動的な利用実態を明らかにした。その主な内容
は次の4つである。①駐車場利用客の到着分布は開店、閉
店前後の時間帯を除きほぼ一様分布している。②平日と
日祭日の駐車需要の比は約2倍前後であり、平均乗車人員
も平日は1.0人、日祭日は1.9人とほぼ2倍である。③平均
駐車時間を比較すると、日祭日の方が平日よりも10～３０
分程度長くなっている。④到着時間帯別の駐車時間分布
は、２１mＩ類（短時間駐車分布と長時間駐車時間分布）のア
ーラン分布を合成した理論分布に近似できる。
(2)駐車場利用実態調査より明らかとなった到糟分布の特
性、時間帯別駐車時間分布の特性ならびに平日と日祭日
の違いによる駐車場利用特性などを入力データとし、駐
車場容趾解析モデルにより待ち行列長とその発生時Illl帯
を動的に予測する方法を示した。特に、ここでは県内大
規模小売店舗の近年6年間の月間売上高の統計データを利
用することにより、駐車需要の月間変動についても考噸
した。ただし、実態鯛査の対象が金沢都市圏内の大規模
駐車場であること、また月間売上高の統計データが石川
県内を対象としたものであることなどを考慰すると、本
研究での調査結果をそのまま他都市圏へ適用するには、
地域移転可能性などの検討が必要になると考えられる。
(3)ここで開発した駐車鳩容鼠検討システムは、①計画対
象施設の売場面積が与えられるとそれをもとに年間売上
高の予測を行い、地区別店舗別集客者数（ハフモデル）
の推定と年間総来店自動車台数（地区別自動車分担率、
平均乗車人数）、月別曜日別の駐車需要趣の推計を自動
的に行う駐車需要量推計サブモデルと、②駐車需要段と
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